
　エレベーターの設置と共に、段差を解消したバリアフリー
の広い歩道が要望されておりました。平成28年6月議会
で、国の交付金を活用した整備手法の提案により事業が大
きく前進。
　この程、南側（コンビニ側）の歩道拡幅が完了致しました。
次は東側（リブレ側）の拡幅工事を実施する予定であり、最
終的にはエレベーターも設置されます。

　市内小中学校における普通教室、特別教室へのエアコン
設置につきましては、設置とメンテナンスを合わせ、国から
の交付金と、民間資金の活用
によるPFI方式で設置完了致
しました。

勝田台駅南口駅前広場整備

　生まれてくる赤ちゃんの1,000人に1～2人は、生まれつ
き難聴を持つと言われています。 難聴を早く発見して支援
や治療を行うことが、赤ちゃんのコミュニケーションやことば
の発達にとても大切であり、令和
元年6月議会で取り上げて以降、
制度の創設に向けて取り組んでま
いりましたが、今年度から八千代市
新生児聴覚検査費用一部助成事
業がスタート致しました。

新生児聴覚検査費用助成制度

市内小中学校エアコン整備

　子どもたちへ一人一台の情報端末が整備されると共に、
パソコンやタブレットを利用して、子どもたちが苦手な問題
でつまずかずに基礎固めできるよう、AIが個々の習熟度に
合わせた問題を解析し出題するAI型教材が、千葉県内で初
めて市内１１校の中学校に導入されました。

教育ICT  一人一台端末及びAI型教材の導入

　公共施設を整備する際など、木材を積極的に利活用する
ことにより、やすらぎとぬくもりのある健康的で快適な公共
空間を提供すると共に、循環型社会
の構築や地球温暖化防止林業や木材
産業の振興等に寄与すると、平成29
年の3月、9月、平成30年3月議会で
必要性を訴えて参りましたが、八千代
市では初めて積極的な木材利活用方
針が制定されました。

木材利用促進方針制定

　まだ食べられるのに食品が捨てられ
てしまう食品ロスを削減するために、市
民や事業者等が具体的な目標を掲げて
取り組みが進められるよう、八千代市で
初めて食品ロス削減アクションプラン
が策定されました。

食品ロス削減アクションプラン策定

～ まちづくり・環境 ～ ～ 子供子育て・教育 ～

地域の声を市政に活かす  行動力！

たちかわ通信
２０２２年　春号

ポストコロナの新しい八千代へ！
 安心と希望あふれる八千代へ！

子育て・教育支援をはじめとする政策の強化や、雇用・生活支援の拡充、デジタル・
グリーン政策、命を守る防災・減災対策など「人がつながり  未来につなぐ  緑豊か
な  笑顔あふれるまち  やちよ」に向けた取り組みを強力に推進してまいります。

お問い合わせはこちらへ 立川清英後援会　八千代市勝田台2-26-11　TEL：090-3310-3745

政策力。 皆様からの 「小さな声」 が原動力です！　市議２期目の主な実績


